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今年度から使用の東京書籍の「新しい科学

1 年」の教科書 p.179 に右のような簡単な実験
があります。

注射器の中で、発泡ポリスチレンの立方

体が小さくなっても、視覚に障害がある生

徒には小さくなったことの確認が困難です。

生徒たちが自分で確認しやすいように、以

下のようにやってみたらいかがでしょうか。

① 発泡ポリスチレンを次の大きさに切る。

Aは一辺が２ｃｍで、注射器に入れると
逆さにしても落ちない。（注射器に合わせ

てちょうどの大きさのものを作る）

Ｂは、1辺が 1.5ｃｍで注射器に入れて
逆さにすると落ちてくるもの。

② ＡとＢを注射器にひとつずつ入れ、逆さにするとＢは落ちるが、Ａは落ちない

ことを確認する。

③ Ａと同じ大きさの発泡ポリスチレンの立方体に、カッターで真横から１ｃｍ程

度の切り込みを入れ、エナメル線につないだ鈴を差し込む。（写真下）

④ 注射器に③を入れる。取り出しやすいよう

に、鈴をピストンの方に向けて入れる。

逆さにしても落ちないことを調べる。

⑤ ピストンをさし、５ｍｍほど押す。

⑥ ゴム栓に直径２ｍｍ深さ３ｍｍほどの穴を

開け、注射器につける。（写真上）

⑦ ピストンとゴム栓を両手で持って、両側か

押し、ゴム栓を上にしたり、下にしたりす

ると鈴がぶつかる音がし、発泡ポリスチレ

ンが動くようになったことが分かる。

このようにして、中の発泡ポリスチレンの立方体がどう変化したか考える。


